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スロー地震の移動速度と摩擦特性との関係

Characteristics of frictional properties’ relationship with slow

earthquake migration speed
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　大規模なプレート境界型地震が発生すると，それに伴って周囲に伝播する余効すべりによって，余震を誘発

することが知られている．そのため，伝播速度をはじめとする余効すべりの物理現象を理解することは，災害

リスクを事前評価する上でも重要な課題となっている． 

 

　プレート境界面で発生する余効すべりの伝播速度について，室内岩石実験から推定された速度・状態依存摩

擦構成則に基づいたパラメターを使って数値シミュレーションから再現できることが知られている．そこ

で，観測と合うように数値モデルのパラメタ―チューニングをすることにより，実際の場の摩擦特性を推定す

る研究が行われてきた．本研究ではこれをさらに発展させ，余効すべりの伝播速度について摩擦パラメター値

と有効法線応力などから構成される関数として表現できるよう，理論的な解析解を導出した．この際，余効す

べり伝播に伴う応力擾乱の時間変化については，ramp, linear, step 関数の３つの場合を想定した． 

 

　その結果，すべり速度が8桁も変わる範囲の中で，解析解と数値シミュレーション結果で伝播速度を比べた

ところ，応力擾乱関数によらず，オーダーレベルで説明できることを確認した．このことは，解析解の妥当性

が十分高いことを意味する．本導出においては，余効すべりに限らず，スロー地震の移動現象などにも適用で

きるため，観測された伝播速度から摩擦特性の条件を絞り込むことが出来る解析手法として期待される．
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